
琉球大学  (沖縄県)

◇大学紹介
①大学の特色および概要
1) 特色と歴史

琉球大学は沖縄が米軍統治下にあった1950年

 

に創設，1972年の日本への施政権返還に伴って

 

国立大学となりました。現在，法文学部，観光産業

 

科 学 部 ， 教育学部，理学部，医学部，工学部，農

 

学部，の7学部が設置されています。日本唯一の

 

亜熱帯島嶼地域という特性を活かし，熱帯地域の

 

海洋，島の自然と文化，方言等の研究・調査が盛

 

んな大学です。

2) 教員・学生数

 

(2008年5月現在)
＊教育研究職員数：859人
＊学部学生数：7190人
＊大学院生数：945人

②国際交流の実績
Ⅰ. 留学生数45ヶ国299名（2008年5月1日

 

現在）

Ⅱ. 日本語・日本文化研修留学生受入実績
25ヶ国56名（1994～2008年）
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コースの特色:日本文化全般と沖縄独特の地域文化について理解を深めることを目的とし，日本語の高度な運用力，正確な読解力と文章構成力の養成を

 

行い，日本研究の手法や知識を身につける。沖縄で学ぶことで，「日本」全体を一つの文化圏ととらえる型にはまることなく，多角的な視点で日本をとらえ

 

る目を養うことができる

③

 

沖縄県の特色
琉球大学の所在地である沖縄県は，日本の南西，九州と台湾

 

の間にあり，広い海に散らばった160の島々から成っています。昔，

 

沖縄県は，琉球と呼ばれた１つの国でした。首里城を王国の中心と

 

した琉球は，中国や日本，アジアの国々にさかんに出かけて行き，

 

外国と貿易を行いました。この時代は「大交易時代」と呼ばれ，琉球

 

は，「レキオ」という名前で，ポルトガルの資料にも記録されています。

 

明治時代になると450年間続いた琉球王国は，日本の県の１つ，沖

 

縄県となりました。このように，他の都道府県とは異なる文化・習慣

 

が根付いており，また，豊かで独特の環境が生み出した美しい自然

 

が数多く残っており，これらを生かした観光産業が盛んなところです。

 

また，国内有数の長寿地域としても知られ，その食生活等も注目を

 

浴びています。
沖縄本島の西海岸には，海水浴をはじめ，マリンスポーツ，ビー

 

チパーティなど多彩なレジャーを満喫できる大型のリゾートホテル

 

が立ち並び，美しい珊瑚礁に彩られた海を身近に楽しめる魅力的

 

な観光リゾート地へと発展しつつあります。

◇コースの概要

本コースは，日本の社会や文化全般と沖縄独特の地域の社会

 

や文化について理解を深めることを目的とし，研究に必要な日本

 

語の高度な運用力，正確な読解力と文章構成力の養成を行いま

 

す。また，日本の社会や文化の研究の手法や知識を身につける

 

ことができます。

主な専門科目として，言語学，日本語教育，

 

日本語学，方言学（琉球方言），日本文化，琉

 

球文学，歴史学（日本史・琉球史），文化人類

 

学，民俗学など，様々な分野の科目が受講可

 

能であり，これらは日本人学生と交流しながら学

 

ぶことができます。
コース終了までに，興味を持った事柄につい

 

てテーマを決め，研究を行い，その成果を口頭

 

発表し，日本人学生と討論する場が設けられて

 

います。さらにその成果を研究レポートにまとめ

 

，『研究レポート集』として冊子の形にして発行

 

しているので，留学で得たことを学内外の方々

 

にも広く知ってもらえるようになっています。

①受入留学生定員

 

１２名
②コースの実施期間
2009年10月1日〜2010年9月30日
(後学期

 

2009年10月1日～2010年3月31日
前学期

 

2010年4月1日～2010年9月30日)

☆参考：過去の日研生の研究テーマ
△新たな視点から見る沖縄の米軍基

地問題
△多良間島の古謡
△なるほど・ザ・ウチナーヤマトゥグチ
△沖縄で見つけたロシア
△日本人は言いたいことをはっきり言

わない？
△靖国・天皇・沖縄
△日本語のあいづち
△コンビニと若者
△シーサーの七不思議

☞研究発表の動画が視聴できます。
http://jp.youtube.com/view_play_list?p=AD83C
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③

 

コース形態
本学では法文学部に日本語・国際事情履修コース

 

がおかれ，外国人留学生を対象に日本語および日

 

本文化・琉球文化の専門的な科目を開講しておりま

 

す。本プログラムの学生は主にそうした学部留学生

 

を対象とした授業科目を受講することになっていま

 

す。また，日本語力の向上が必要な学生は共通教

 

育科目「日本語・日本事情」の授業を選択します。さ

 

らに希望があれば，他学部で開講される一般学生向

 

けの授業についても受講・聴講可能です。
こうしたコース形態は，他のプログラムの留学生と

 

交流をしながら学べ，日本のみならず外国文化との

 

相違や類似点を感じることができる国際性豊かな学

 

習環境だと言えます。

④

 

授業科目の概要
授業は原則として，前期・後期各15週開講されま

 

す。1コマは90分。

1) 必須科目

4)

 

選択科目

 

(一般学生用ですが，受講可能です)

授 業 科

 

目 名
内 容 コマ

( /W)

基礎演習

 

Ⅰ・Ⅱ
図書館の利用法，資料

 

の検索方法を学び，研

 

究レポートを作成する。

 

また研究発表のプレゼン

 

テーション技能の養成を

 

行う。

1

日本文化

 

Ⅰ・Ⅱ
沖縄の歴史が育んで来

 

た文化にはどのようなも

 

のがあるか，というところ

 

に焦点を当て，教員が一

 

方的に講義するのでは

 

なく，受講生が自発的に

 

調べたりして学ぶことを

 

目標とする。

1

日本語文

 

章表現

 

(1

 

セメスター

 

のみ)

文章構成，パラグラフ分

 

析，要約文，レポートの

 

書き方など高度な作文

 

力の養成をし，さらに資

 

料を提示しながら行う発

 

表の仕方を学ぶ。

1

3)

 

見学
沖縄本島内への研修旅行や社会見

 

学の機会を提供しています。さらに，伝

 

統文化理解するため，組踊の鑑賞会に

 

出かけたり，和室で茶道を体験したりも

 

しています。体験学習として、華道、紅

 

型、ムーチー作りなども行っています。

 

希望すれば地域の家庭にホームステイ

 

したりホームビジットしたりする機会もあ

 

り，日本人学生との交流会にも参加で

 

きます。

主な見学先:
首里城

 

& 玉陵
アブチラガマ

 

(戦跡)
平和祈念公園

 

& 資料館
琉球新報社
沖縄県警察本部
牧志公設市場
埋蔵文化財センター
沖縄テレビ放送
浦添城趾

授 業

 

科

 

目 名
内 容 コマ

( /W)

琉球語

 

入門Ⅰ・

 

Ⅱ

琉球語は、どんな言語なのか、

 

発音、文法などについての基

 

礎的なことを学びつつ、多様

 

な表現を身につける。

1

三線と

 

島唄
三線に関する基礎知識を学

 

び，沖縄民謡の実技を行う。
1

琉球アジ

 

ア研究入

 

門

沖縄の歴史，民俗・風俗，祭

 

祀，芸能について，各分野の

 

専門家が数名交代で授業を

 

行う。

1

沖縄の政

 

治と社会
沖縄における政治と社会の役

 

割について考察する。
1

沖縄の基

 

地と戦跡

 

Ⅰ・Ⅱ

沖縄の戦争体験，戦後の歴

 

史や現状を踏まえながら，ア

 

ジアおよび世界の平和につ

 

いて考える。

1

牧志公設市場

授 業 科

 

目 名
内 容 コマ

( /W)

日本語演

 

習Ⅰ・Ⅱ
実際の日本語の現象を注意深く観

 

察し，日本語学の基礎知識の習得

 

を目指す。

1

琉球文化

 

特別研究

 

Ⅰ・Ⅱ

琉球舞踊や琉球方言など，代表的

 

な沖縄文化の講義と体験をとおし

 

て沖縄とは，沖縄人とは，沖縄文化

 

とは何かを考える。

1

日本語作

 

品講読

 

Ⅰ・Ⅱ

代表的な現代文学作品（詩・短歌・

 

俳句・小説等）を鑑賞し，日本文化

 

一般について学ぶ。

1

二言語対

 

照研究
日本語と他の言語とを比較し，言語

 

の類型や普遍性を考える。
1

国際事情

 

Ⅰ・Ⅱ
外国との関係における日本を現代

 

史的に考察する。
1

2)

 

選択必須科目

 

(各学期2科目は履修しなければなりません)

注: 選択科目は上記以外にもあります。

日本語

【授業科目及び授業時間数】

 

(1コマは90分)

授 業 科 目

コ マ 数

後

 

期
前

 

期
計

日

 

本

 

語

 

教

 

育

 

プ

 

ロ

 

グ

 

ラ

 

ム

日本語

Ⅲ・Ⅳ

聴解・語彙 30 30 60

読解・文法 30 30 60

作文・発表 30 30 60

沖縄事情

 

Ⅰ・Ⅱ
沖縄の社

 

会と文化
15 15 30

日本事情

 

Ⅰ・Ⅱ
日本の社

 

会と文化
15 15 30



⑦コースの修了要件，修了証書の発行
所定の課程

 

(年間540時間以上) の研修を終え，研究レポートを提出

 

し，指導教員がその成果を認めた留学生については，修了式にて本

 

学学長の名において修了証書を授与しています

⑧単位認定，単位互換等
単位の認定については，留学生が在籍する本国の大学の判断により

 

ます。単位認定に必要な場合，研修期間内に履修した科目について

 

は，履修内容等を記した文書を出すことができます。

⑨受講希望者の資格および条件
日本国以外の大学の学部に在籍（主に３年次以上）している者。また

 

日本語・日本文化に関する分野を主専攻にしている者とします。日本

 

語力は日本語能力検定試験2級以上の能力があることとします。

⑤

 

指導体制

1) プログラム実施委員
Ⅰ.

 

責任教員, (専攻), E-mail
金城

 

尚美

 

留学生センター

 

教授
（日本語教育・教育工学）

 

knao@ll.u-ryukyu.ac.jp

副島

 

健作

 

留学生センター

 

講師
（日本語教育）

 

kensaku@lab.u-ryukyu.ac.jp

金城

 

克哉

 

法文学部

 

准教授
（言語学・日本語教育）

kinkats@ll.u-ryukyu.ac.jp

2）指導体制
研修生には上記指導教員がつき，学業，生活両面

 

にわたって必要に応じて個別に指導にあたります。
また，上記以外に留学生センターと法文学部の適切

 

な専門分野の教員にも研究指導にかんして協力をお

 

願いしています。

⑥

 

行事等

１０月

 

首里城

 

& 玉陵見学

１１月

 

沖縄地域留学生交流推進協議会懇談会

組踊鑑賞会，生け花体験

１２月

 

新聞社見学

１月

 

書道体験，泡盛工場見学

２月

 

学内日本語弁論大会

３月

 

茶道体験

４月

 

研究レポート中間発表会

５月

 

テレビ局見学

６月

 

平和学習

戦跡および平和祈念公園見学

７月

 

留学生祭り

日本語劇発表

８月

 

研究レポート修了発表会

修了式

９月

 

水族館見学

◇宿

 

舎
日研生はキャンパ

 

ス内にある学生寮

 

（ 日 本 人 学 生 と 共

 

用）に入寮するのが

 

普通です。室内に

 

はベッド，机，椅子，

 

ロッカーがあります。

 

共 同 設 備 と し て 、

 

シャワー室，洗濯室，

 

ラウンジ，売店、自

 

動販売機があります。

国際交

 

流会館
学生

 

寮
アパー

 

ト等
合

 

計

2005年度 0名 5名 0名 5名

2006年度 0名 5名 1名 6名

2007年度 1名 2名 2名 5名

◇問い合わせ先

琉 球 大 学 学 術 国 際 部 留 学 生 課

住 所 ： ９０３－０２１３
沖 縄 県 中 頭 郡 西 原 町 字 千 原 １ 番 地

T E L ：

 

０９８－８９５－８１０３

F A X ：

 

０９８－８９５－８１０２

E-mail：

 

ryrys@to.jim.u-ryukyu.ac.jp

大学のホームページアドレス

 

：
h t t p : // w w w . u –

 

r y u k y u . a c . j p

留学生センターのホームページアドレス

 

：
h t t p : // w w w . c c .u –

 

r y u k y u . a c . j p / ~i n 
s c

キャンパス内

・過去３年間の日研生の宿舎入居状況（各年度１０

 

月現在）

2007-2008年度

 

日研生

三線

 

(さんしん)

日本語劇

生け花

mailto:ryrys@to.jim.u-ryukyu.ac.jp
http://www.u-ryukyu.ac.jp/
mailto:knao@ll.u-ryukyu.ac.jp



